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1. 背景と目的 

細胞培養向けの培地のひとつとしてコラーゲンをナノファイバ化した細胞培養膜(Collagen 

Sheet；CS)が一般的に用いられている．また，検査用 DNAなどを細胞内に導入して培養後，細胞

内での発光反応を利用して細胞の特性や活性を調べる評価方法も広く研究されている．このよう

な細胞発光反応を CS上で測定するとき，発光反応に対する CS の影響を考慮する必要があるが，

十分に調べられてはいない．特に測定前に添加する発光基質溶液は CS の影響を受ける可能性が

懸念される．そこで発光基質に着目して細胞発光反応に対する CSの影響について調査した． 

 

2. 実験方法 

CSはエレクトロスピニング法によりアルミ箔上に製膜し，その後剥離して作製した．レポータ

ーDNAを導入した株化がん細胞を 96穴黒色プレートに播種し，37℃で 24時間培養した．あらか

じめ発光基質溶液に CSを入れて静置したのち，混合攪拌した溶液と CS除去のため上清のみを回

収した溶液の 2 種類を調製した．培養後の 96 穴黒色プレートに CS 処理前の基質溶液，上清液，

および混合分散液を添加し，プレートリーダで発光を検出した． 

 

3. 結果と考察 

上清液添加直後の発光強度は CS処理前の基質溶液と比べて約 30%低下した．基質と CSの事前

混合時に基質分子が CSに吸着し，反応系内の基質濃度が低下したと考えられる．また，CS処理

前の基質溶液と混合分散液での発光強度の経時変化を比較

すると，混合分散液は初期の発光強度が低下するとともに，

長時間発光が持続する現象が見られた(Fig.1)．これは CS 膜

が一度吸着した基質分子を濃度低下に従って徐々に放出す

ること，あるいは基質溶液に含まれる細胞へダメージを与え

る基質溶液中の物質の影響を CS が抑制することで細胞の長

寿命化が起こることなどが考えられる．このことから CSは

基質濃度の調整や細胞の長寿命化の効果が期待される． Fig.1 Intensity of cell luminescence 
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